
令和６年度委託事業シンクタンク機能育成事業の全体像

③海外人材交流・シンクタンク在り方提言（公益財団法人未来工学研究所）

採択機関

(1) 海外人材交流プログラム (2) シンクタンクの在り方提言
 主要な海外シンクタンクに我が国の若手人材を短期派遣し、
調査・分析手法のトレーニングを実施

 事前・事後にオンラインを活用して指導

 海外シンクタンクと協働しつつ、我が国の状況や環境
を踏まえた上で、シンクタンクの果たすべき機能・役割
や最適な組織形態について具体化して提言

①調査研究（ボストン・コンサルティング・グループ合同会社）

外部有識者 公的シンクタンク
採択機関

(2) 国内外の需要動向調査 (3) 国内外の技術動向調査 (4) 国際情勢分析 (5) 統合需給・シナリオ分析
 主にオープンソースに基づき、国
内の政策ニーズを整理

 国外の脅威情勢や政策動向
も調査することにより、潜在的
な政策ニーズを調査

 主にオープンソースに基づき、技術
シーズの情報収集・整理をし、重
要技術ロングリストを作成

 成熟度、サプライチェーン、市場規
模、国際競争力等に係る情報を
収集し、技術を評価

 複数機関に業務を分担した上で
実施予定

 グローバル・スタディによる我が国の立ち位置分析
 トレンドや不確実性等を抽出・整理した上で、技
術の視点も踏まえつつ、複数のシナリオを作成

 将来的なリスクや機会を特定・整理
 複数機関に業務を分担した上で実施予定

 「調査・分析手法開発教育ワークショップ（仮称）」を開催することにより、若手人材を養成

 総合的・俯瞰的な分析を可能とするデータセットを構築
 技術の重要度や我が国の「強み/弱み」、リスク管理、経
済的繁栄・産業インパクトの視点も含めたシナリオ分析

 重要技術ショートリスト作成し、政府に「刺さる」政策オプ
ションを提示

 複数機関に業務を分担した上で実施予定

連
携

(1) プロジェクト・マネジメント
 採択機関を中心としたコンソーシアムを構築・運営し、①全体のPM機能を果たす
 再委託や役務調達等も活用しながら、調査・分析を推進
 大学を参画させ、人材養成も実施

設立準備作業・ネットワーク運営
 G７各国の主要シンクタンク等の基盤調査の深堀り
 設立準備に必要な事務作業
 関係機関との調査研究ネットワーク構築のサポート

採択機関

②設立準備作業・ネットワーク運営
（有限責任あずさ監査法人）
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